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論　　文　　の　　要　　旨
　広域にわたる積雪は短波放射に対するアノレベドが高いことヨ融解後も土壌水分として取り込まれ
ることなどを通じて里大気と大規模な相互作用をしていることがヨ最近注目されている。本研究は
ユ∵ラシア大陸の積雪と北半球の大気循環場との関係をとくに季節性に着目して解明する目的で統
計的解析を行った。
　用いたデータは事NOAA／NESDISが編集した積雪面積データラ気象庁編：北半球500mb高度場、
J㎝es編：北半球地上気温などで1966年～1987年の21年間の月平均憤である。ユーラシアの積雪面
積の主成分分析をして地域区分しラユーラシア全体の変動に対する代表性が最も高い中央アジアの
積雪面積を指標としてヨ気温や500㎜b高度などの大気の諸要素とのラグ相関解析を行った。その結果
次の点が明らかになった。
　①中央アジアの4月の積雪面積はラ引き続くインドモンスーンの強さと負の高い相関がある。
’②秋から初冬にかけての積雪面積は先行する大気と高い負の相関がある。真冬の積雪と大気との
相関は有意でない。春の積雪面積は約1年のラグをもって後続する大気と正の相関がある；
　③インドモンスーンは先行する気温とは正ヨ後続する気温とは負の相関関係がある。
　④冬の積雪面積と春の積雪面積とは無相関である。
　これらを総合すると雪中央アジアの4月の積雪面積が広いと6月から9月にかけてのインドモン
スーンが弱く雨が少ない。さらに翌年冬から春にかけての東部太平洋の熱帯の海水温が高くなりヨ
春から秋に一かけての北半球の水温が高いという連鎖状の関係が成り立つ。（中央アジアの4月の積雪
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面積が狭いと事逆の関係が成り立つ。）
審　　査　　の　　要　　旨
　積雪面積の変動が大気に及ぼす影響についてはラ古くはB1a皿ford（1884）に端を発し冒最近では
HahnandShuk1a（1976）が人工衛星の積雪面積のデータを用いてラヒマラヤの雪と続く夏のモン
スーンの関係を定量的に求めた研究が有名である。その後ラこれらを発展させた研究はヨいくっか
あるがラ本研究のようにヲユーラシア大陸の積雪面積の変動を代表する地域を統計解析によって調
ベラそれを指標にして北半球の大気の状態との関係を1年以上にわたるラグ相関で徹底的に調べた
研究ははじめてである。
　その結巣官従来考え及ばなかった長期にわたる積雪面積と大気の状態との関係を系統的に求める
ことができたことは、気候変動の成因を考える上でも重要な成果で高く評価される。今後ヨ積雪面
積だけでなくヨ積雪深などのデータが入手できるようになればヨより精度の高い研究がなされるも
のと期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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